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多文化共生社会とは？

「多文化共生社会」とは、 

日本人と 外国人が、 文化や 生活の ちがいを 知り、 

おたがいを 大切にして、 助けあい、

みんなが 安心・安全に しあわせに 生活できる 社会の ことです。
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このプランを作った理由

八戸市に 住む 外国人の 数は、 青森県で いちばん多く、 毎年 ふえて います。 

八戸市では、 国や 文化が ちがっても、 

みんなが 安心して 生活できるように したいと 考えています。

日本人と 外国人が、 いっしょに 話して、 よいまちを 作って いくことが 大切です。

このプランは、  日本人と 外国人が 安心して 生活するために 作りました。
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八戸市が つくりたい 社会

キャッチフレー
ズ

　八戸市は、 どの国の 人も 友だちのように 仲良く くらす まちを 作りたいです。 

　生まれた 国や 文化が ちがうのは、 いい ことです。

　考え方が ちがう 人が 力を 合わせれば、 新しい 考えが 出ます。 できることが ふえます。 

　あなたも、 まちを つくる 大切な 人です。 

　みんなで 力を 合わせて、新しい 楽しい まちに しましょう。 

　いろいろな 人が いる 「カラフル」な まちに しましょう。

みんなが 友人の ように 心を 寄せ合い
 一人ひとりが 輝く 「カラフル」な まちを つくろう
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「おたがいの 文化や 気持ちを 知る」 
 共感の 考え方で まちを つくります。

いろいろな 国の 人と 話して、

相手の 文化や 考えを 知って、

「わかります」と 思うこと、「共感」が 大切です。 

そうすれば、 おたがいを 信じて、 話しやすい 社会に なります。 

みんなが 気持ちよく 話せる まちに なります。

●八戸に 住む みんなが、 外国の 文化を 知る チャンスを つくります。 

●外国人が、 日本の 文化や 八戸の 特別な 文化を 見たり 体験したりする チャンスを つくります。

●日本人も 外国人も、だれでも 友だちのように 話せる 場所を つくります。
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「みんなが 同じ 立場で いっしょに 生活する」 
 共生の 考え方で まちを つくります。

みんなが 安心して 生活する ために、 まわりに いる人を 大切にします。

国籍が ちがっても、立場は みんな同じです。

助け合って、いっしょに 暮らすこと、「共生」が 大切です。

●日本語を 勉強する 教室を 使いやすく します。 

　日本人に 「やさしい日本語」を 教えます。 

●文化の ちがいを 大切にして、 みんなが 安心して 住むための きまりを つくります。 

　生活に 必要な お知らせを、 わかりやすく しらせます。 

●いろいろな 会社と 協力して、 外国人が 困った ときに、 助ける 方法を 多くします。 

　 市役所での 手続きを わかりやすく します。
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あなたも まちを つくる 大切な 人です。 

みんなが、 自分の できる ことを しましょう。

いろいろな 考えを 出して、 

協力して まちを つくりましょう。

●外国人が いろいろな 場所で はたらくことが できるように、 いろいろな 会社と 協力します。

●住んでいる 地域の 活動（町内会など）に、いっしょに 参加しましょう。

●外国人が、 市長や 日本人と 話す 場所を つくります。あなたの 考えを 話して ください。

　その考えを、使って、まちを もっと よくします。

「あなたも まちの 大切な 人として 活躍する」 
 協働の 考え方で まちを つくります。
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八戸市を ずっと 続く いいまちに したいです。

日本人と 外国人が 力を 合わせて、 新しい 「よい もの」を つくりましょう。

●外国の まちと 交流したり、 外国人と いっしょに いろいろな 仕事を したり します。

●新しい ものを 売ったり、 仕事を 始めたり します。

　みんなで助け合って、八戸の 大切な 文化を、もっと よくして いきます。

●日本人も 外国人も、 「八戸に 住んで よかった」と 思える ように します。

　みんなで 助け合って、 今よりも もっと 生活しやすく よい まちに します。

「みんなで 新しい 価値（よい もの）を つくる」 
 共創の 考え方で まちを つくります。
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